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QP にはこの規則が適用せず、作用域が狭くなることが予測される。しかし、前提的解釈の QP であっ
ても、広い作用域がとれないという事例が存在しており、これらの先行研究にとっては解決できない問
題となる。本研究ではこれに対して、QP の作用域決定には、QP の意味ではなく QP 内の数量詞の構
造的位置が関わっていることを提案する。 









ち、最も先頭の位置（SI 先頭部）でその QP の作用域が決定されることを提案する。SI 先頭部の一つ
は、「主題素性」が認可される位置である。例えば QP が主題素性によるスクランブリングで移動した







 第 5章では、日本語において逆作用域の解釈が一般的に得られないとされる「主語 QP — 目的語 QP」

































































平成 28年 1月 25日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、
本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。なお、学力の確認は、著
者が「人文社会科学研究科論文審査等実施細則」第 10条（2）に該当することから免除し、審議の結果、
審査委員全員一致で合格と判定された。 
よって著者は、博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。 
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